
新しく“デカンショ”を唄おう

篠山市は、新しい年号となる５月、

新しい市名を名乗る。「丹波篠山市」

へ。どんなデカンショを唄うのか。

丹波篠山。風土がすばらしく、伝統

文化も味わい深い「日本のふるさと」

である。ユネスコ創造都市に選ばれた。

デカンショ節と丹波焼は「日本遺産」。

最新鋭科学へのアプローチも視野に入

りつつある。

この丹波篠山が、地域再生の潮流の

中で、新しい政治を創りだす。大切な

のは、外との交流を徹底して深めてい

くこと。多様な目線で語り合う、この

スローライフ・フォーラムを、その第

一歩としたい。

■日時 ： 平成31年３月10日(日)13：00～16：30 （開場 12:30）

午前中にグループトークを開きます

■場所 ： 篠山市民センター・多目的ホール

基調講演 「地域再生の潮流の中で」

講師 （日本社会事業大学学長）

パネルトーク 「輝く未来へのメッセージ」
コーディネーター パネリスト

主催：スローライフ・フォーラムin丹波篠山実行委員会 共催：NPOスローライフ・ジャパン、スローライフ学会
後援：日本テレネット株式会社、シン・エナジー株式会社、一般社団法人日本サステイナブルコミュニティ協会

神野 直彦

増田 寛也

東京大学名誉教授。東京大学大学院経済学研究科長・経済学部長、地方財政審議会会長など
を歴任。著書に『「分かち合い」の経済学』『経済学は悲しみを分かち合うために』ほか。
スローライフ学会学長。

（野村総合研究所顧問、
元総務大臣

スローライフ学会会長）

井戸 敏三
（兵庫県知事、

関西広域連合長）

金出 武雄
（米国カーネギーメロン
大学教授、ロボット

工学者、篠山市在住）

篠山市長

（JT生命誌研究館館長）

（朝日新聞論説委員）

（シン・エナジー(株)
代表取締役社長）

（ゆとり研究所所長）

----------

２０１９年 ５月
丹波篠山市・誕生

（篠山城大書院）

総合司会 ----------

川島正英

中村 桂子

坪井ゆづる

野口智子

乾 正博

（NPOスローライフ･
ジャパン理事長）



問合せ・申し込みについて

■地元の方は「スローライフ・フォーラムin丹波篠山」実行委員会事務局・篠山市政策部創造都市課

電話０７９－５５２－５１０６まで。フォーラム参加は無料です。

■スローライフ学会関係から参加の方は、NPOスローライフ・ジャパンまで。なるべくメールでお寄せください。

氏名、人数、連絡先、交通、市内視察参加、夜なべ談義参加、宿泊など（宿泊は事務局手配の宿でお願いします）
メール slowlifej@nifty.com 電話 ０３－５３１２－４１４１ ＦＡＸ０３－５３１２－４５５４

「パネルトーク」へ市民の考えを反映させたい。その場

として、市民の有志が話し合う「グループトーク」を設

けます。パネリストがアドバイザーとして加わります。
グループⅠ

（JT生命誌研究館館長、

「生命誌」を提唱、理学博士）

丹波篠山の風土を。
自然。歴史、ふるさと、こころ。

逸村逸品。黒豆のほか牡丹鍋、
米、酒・・。丹波焼も。

（朝日新聞論説委員、

日本自治学会企画委員長）

坪井ゆづる 乾 正博

新しいまちづくり政策。とくに再生エネルギー、

新文化、新産業を。外との交流についても。

（シン・エナジー(株)代表取締役社長、

(一社)日本サステイナブルコミュ

ニティ協会副代表理事）

（ゆとり研究所所長、

NPOスローライフ・ジャパン事務局長）

デカンショ節の歌詞には、スローライフを表すもの

がたくさんあります。

ゆっくり、ゆったり、

ゆたかに。これから

の丹波篠山への応援

歌でもあります。

デカンショデカンショで半年暮らす（アヨイヨイ）
あとの半年 寝て暮らす（ヨーオイ ヨーオイ デッカンショ）

丹波篠山 お茶栗さんしょ（アヨイヨイ）
野には黒豆 山の芋（ヨーオイ ヨーオイ デッカンショ）

丹波篠山 山家の猿が（アヨイヨイ）
花のお江戸で芝居する（ヨーオイ ヨーオイ デッカンショ）

デカンショデカンショと唄うて廻れ（アヨイヨイ）
世界いずれの果てまでも（ヨーオイ ヨーオイ デッカンショ）

お国問われて 肩いからせて（アヨイヨイ）
俺は丹波の篠山だ（ヨーオイ ヨーオイ デッカンショ）

テーマ

グループⅢ

「みのり」

グループⅡ

「ひかり」

■アドバイザー

■アドバイザー 中村 桂子

■アドバイザー 野口 智子

デカンショを唄おう♪

「みどり」

テーマ

テーマ

グループトーク

波々伯部神社例祭（祇園祭）


